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市政だより

昭和55年2月15白地887

人口の動き

1月 1日現在 前月比

計

数
日

男

女

帯

人

世

6 5.3 9 3 +124 
3 1.5 0 7 + 64 
3 3.8 8 6 + 60 
1 8.6 4 1 + 35 
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市民駅伝大会が2月10日、入国者収容所周辺で行わ

寒風を突いて

市民駅伝大会

れ、寒風を突いて 850人が力走しました。

この大会も今回で3回目を迎えましたが、 親控と体

力増進を目指して行われているもので、今後ますます

さかんになることでしょう。
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版株式会社
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ペ
ー
こ
れ
く
ら
い
と

/
ー
思
う
油
断
を
火
、
か
狙
う
ノ
・

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

二
月
、
一
二
月
は
空
気
が
非
常
に

乾
燥
し
、
強
い
風
が
吹
く
乙
と
が

多
く
、
加
え
て
暖
房
器
具
な
ど
の

火
の
使
用
も
あ
っ
て
、
火
災
が
多

く
な
る
季
節
で
す
。

今
年
.
も
二
月
二
十
九
日

t
三
月

十
三
日
ま
で
「
春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

お
互
い
に
火
の
取
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
、

尊
い
生
命
、

貴
重
な
財
産

を
火
災
か
ら

守
り
ま
し
ょ

・つ。

/初、

tν
ノ川

@
車
両
火
災
の
防
止

〔
重
点
実
施
事
項
〕

※ 

。
パ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、

送
迎
用
車
両
、
危
険

物
運
撮
車
両
な
ど
の

点
検
整
備
を
行
い
、

火
災
事
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

。
期
間
中
、
危
険
物
運

撮
車
両
、
タ
ジ
ク
ロ

l
リ
ー
な
ど
は
警
察

の
許
可
を
得
て
街
頭

検
査
を
行
う
予
定
で

す
。
法
令
違
反
が
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し

ょ・つ@

@
柿
野
、
空
地
な
ど
の
火
災
予
防

対
策

。
空
地
な
ど
に
繁
茂
す
る
枯
草
は

す
み
や
か
に
刈
り
取
っ
て
焼
却

し
て
下
さ
い
。

。
火
入
れ
な
ど
、
火
災
と
ま
ぎ
ら

わ
し
い
行
為
を
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
消
防
署
へ
届
け
出

ま
し
ょ
う
。

。
た
き
火
、
火
入
れ
な
ど
を
行
う

場
合
は
、
必
ず
消
防
用
具
な
ど

の
準
備
を
し
、

後
始
末
は
完
全

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

@ 
防策事
火業
管 所
理に
者お
のけ
未 る
選防
任火
管
消理
防対

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

計
画
書
の
未
提
出
及
び
消
防
用

設
備
な
ど
の
定
期
点
検
報
告
な

ど
を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
事
業

所
は
、
本
運
動
を
機
会
に
消
防

署
に
届
け
出
て
下
さ
い
。

。
事
業
所
に
お
い
て
は
一
定
規

模
以
上
に
な
る
と
法
令
に
よ
り

消
防
訓
練
(
消
火
、
通
報
、
避

難
)
を
定
期
的
に
行
う
よ
う
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
運

動
を
機
会
に
消
防
訓
練
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

@
家
庭
の
防
火
対
策

。
火
を
使
う
設
備
、
器
具
の
安
全

点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

。
ガ
ス
燃
焼
器
具
な
ど
を
使
用
す

る
場
合
は
換
気
に
注
意
し
ま
し

ょ，っ。

。
町
内
会
、

婦
人
会
な
ど
の
会
合

時
に
映
写
会
、
防
火
座
談
会
な

ど
を
計
画
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
お
知
ら
せ
い
た
だ

け
れ
ば
、
い
つ
で
も
指
導
し
ま

す
の
で
、
早
め
に
お
知
ら
せ
下

大』い。大
村
消
防
署雷
②
|
四
一
三
八

富
②
i
四
二
ニ
九

〔
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
〕

。
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、

毎
日

午
後
八
時
を

「消
防
の
時
間
」

と
定
め
、
一
分
間
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
サ
イ
レ
ン

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

を
合
図
に
火
の
元
の
点
検
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

。
二
月
二
十
九
日
の
午
前
八
時
に

消
防
演
習
召
集
サ
イ

レ
ン
(
十

五
秒
吹
鳴

t
六
秒
休
止

t
十
五

秒
吹
鳴
)
を
鳴
ら
し
ま
す
。

一国
保
相
談

〔
防
火
少
年
剣
道
大
会
〕

日
時
三
月
九
日
(
日
)

午
前
九
時
開
始

場
所
市
民
体
育
館

主
催
大
村
市
危
険
物
安
全
協
会

※
詳
し
く
は
大
村
消
防
署
へ

ご
存
じ
で
す
か

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と

は
な
い
の
に
、
そ
れ
で
も
一
定

額
の
保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
お
か
し
い
。

ど
う
し
て
も
国
保
に
入
っ
て

い
な
貯
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。

医
療
保
険
の
制
度
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、

国
民
の
す

べ
て
の
人
が
、
な
ん
ら
か
の
保

険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
乙
と
は
個
人
の
自
由
意
志

に
ま
か
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で

す
。
国
民
健
康
保
険
の
規
定
に

よ
る
強
制
加
入
で
す
。

「病
気
に
か
か
ら
な
い
か
ら

お
医
者
さ
ん
に
か
か
ら
な
い
か

ら
」
と
い
う
理
由
で
、

国
保
に

入
ら
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
こ
の
制
度
は
加
入

者
の
相
互
扶
助
を
図
る
社
会
保

障
制
度
だ
か
ら
で
す
。

ま
た
、

国
民
健
康
保
険
事
業

を
支
障
な
く
運
営
し
て
い
く
根

幹
は、

被
保
険
者
に
納
め
て
い

た
だ
く
保
険
税
に
あ
り
ま
す
。

保
険
税
の
納
付
を
お
乙
た
り
ま

す
と、

国
か
ら
の
補
助
金
が
減

額
さ
れ
る
な
ど
、
ま
す
ま
す
保

険
財
政
が
苦
し
く
な
り
ま
す
。

保
険
税
は
納
期
内
に
納
め
る
よ

う
に
し
ま
し

ょ
う。

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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「確定申告は
お早自に

み
Lコ

おおむ

確
定
申
告
は
二
月
十
六
日

t
三

月
十
五
日
ま
で
で
す
。

な
お
、
申
告
書
の
書
き
方
や
計

市政だより(3) 

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

算
方
法
な
ど
に
つ
い
て
お
わ
か
り

に
な
ら
な
い
人
は
、
次
の
相
談
日

を
ご
利
用
下
さ
い
。

納税相談をご利用下さい

日
時三
月
一
日
出
張
所
地
区

三
月
三
日
大
村
地
区

三
月
四
日
大
村
地
区

三
月
五
日
西
大
村
地
区

三
月
六
日
西
大
村
地
区

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後
四
時

〈
土
曜
日
は
午
前
中
)

場
所

市
役
所
第
一
会
議
室

派
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る

人
は
、
市
県
民
税
の
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
確
定
申

告
書
の
「
住
民
税
・
事
業
税
に

関
す
る
事
項
」
欄
の
記
入
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

〔
無
料
法
律
相
談
〕

税
理
士
会
主
催
に
よ
る
無
料
納

税
相
談
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

期
間
三
月
七
日

t
十
五
日

時
間

午
前
九
時

三
十
分

t
午
後

四
時
八
土
曜
日

は
午
前
中
〉

場
所

大
村
商
工

会
議
所
三
階

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

大

村

市

親

善

訪

中

団

ら
ば
何
日
か
か
る
か
分
ら
な
い

‘
唱
「
】
『
同
州
川
，
‘
宮
崎
川
F

e

b
屯
ι
J
I
l
l
e

と
中
国
の
人
も
一一百
っ
て
い
ま
す

.

.
 d

M
割

H
a
a
ヨ4
戸

む

こ

の

日
は
、
小
雨
ま
じ
り
の

寒
い
日
で
し
た
が
、
午
後
二
時

今
回
も
北
京
の
模
様
そ
ご
紹
園
音
楽
堂
の
音
楽
鑑
賞
の
日
程

汗

圃

園

一一
彊
薗

か
ら
一
時
間
、
工
人
体
育
場
で

介

し

ま

す

。

で

し

た

。

一

F
電
通

選

示
一一三

す
ば
ら
し
い
マ
ス
ゲ
ー
ム
を
参

国
慶
節
の
朝
日
国
に
き
て
天
安
門
は
十
五
世
紀
、
明
の

一

闇

竜

踊

堂
観
し
ま
し
た
。
壮
大
な
ス
タ
ジ

山
初
め
て
雨
に
な
り
ま
し
た
。
北
永
楽
帝
が
都
を
北
京
に
移
し
た

一

一宮

雪

量

念
ア
ム
に
若
人
が
次
々
に
展
開
す

京
の
十
月
は
朝
夕
は
だ
寒
さ
を
と
き
造
営
さ
れ
、
一
九
四
九
年

一

睡

摺

軍

一

轟

瞳

記

〉

感
じ
ま
す
。
午
前
中
は
天
安
門
十
月
一
目
、
毛
沢
東
主
席
が
こ

罰

副

開

一
謂
調
酒
席

る

華
麗
で
迫
力
の
あ
る
演
技
は

故
宮
の
参
観
、
午
後
は
建
国
三
の
天
安
門
上
よ
り
中
華
人
民
共
圃

E
E圃
園
調

宮
藍
霊
主
息
を
の
む
と
い
っ
た
感
じ
で
し

十
周
年
記
念
行
事
と
し
て
催
さ
和
国
の

成

立

を

宣

言

し

て

以

来

園

圃

闘

よ

望
号
た
。
正
面
の
ス
タ
ン
ド
で
は
、

れ
た
工
人
(
労
働
者
)
体
育
場
北
京
の
象
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
喧
輔
副
一
三

J
7

一
万
人
の
学
生
に
よ
る
人
文
字

の

マ

ス

ゲ

ー

ム

、

夜

は

中

山

公

故

宮

は

か

つ

て

紫

禁

城

と

呼

圃

計
画
盟
主

一一一J

由
1
ぐ

1

1

E

が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
「
熱
烈

i
E

i
一

-
E
tI
}
d
E
E
E
E
E略
目

臨

ば
れ
、
明
・

i

轟
同
E
一室
聖
=F
L

問削
鴫
綱
引
けいに川品
一
国
務
秘
騒
開
購
蹴
聴
腕
機
機
関
幽
E

l
igi-
-
-

…一RK
U一一己

思

議

盛

観

醤
清
二
代
に
わ
つ
の
門
に
囲
ま
れ
域
内
は
博
物
慶
祝
・
中
華
人
民
共
和
国
成
立

開
園
一
J
J'剛
被
糟
端
部
臨
園
関
脇
薗
圏
た
る
皇
居
で
館
と
な
っ
て
い
て
、
新
石
器
時
三
十
周
年
」
に
は
じ
ま
り
、
花

附
一
閉
開
凶

J
恒
明
繊

勝

弘
縦
温
調

蘭

鋼

一

E

東
西
が
七
百
代
の
後
期
か
ら
清
朝
末
期
ま
で

鳥
・
天
安
門
・
人
物
な
ど
ア
イ

問
問
問
醐
臨
臨
願
閥
、

滅

轍
議
麟
鶴

一
一

£
五
十
メ
l
ト
の
貴
重
な
芸
術
品
が
陳
列
さ
れ
デ
ア
に
満
ち
た
も
の
で
、
フ
ィ

ー

・

臨

哩

盟

閣

議

問

繍
露

間

ι
ル
、
南
北
が
て
い
ま
す
。
そ
の
す
ば
ら
し
さ

l
ル
ド
に
展
開
す
る
演
技
も
す

幽

周

一
¥¥
説
明

護

課

融

自

叫
約
一
キ
ロ
メ
は
と
て
も
短
時
間
で
は
鑑
賞
で
ば
ら
し
く
、
感
嘆
の
連
続
で
し
…

幽

ぱ

〆
乱
入

額

儲

鱗

鱒

畿

瞬

間

対

l
ト
ル
七
十
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
。
ま
た
沿
軍
隊
の
行
進
も
加

欄
幽
J

f二

J:
併鋭γ議
麗
醐
繍
謡糊
織
髄
樋

一コ
可

二

万

平

方

メ

一

九

主

ム

ハ

一

年

、

中

国

政

府

は

故

へ

繍
幽園噂甲す
一僻
尉
院
Jγ

戸戸」綱嗣嗣
欝
MJJγ

諭
鞍
隷
鱗
摺
慣

槻
掴
毘

1
一一γ"r¥
-厩際
悶
識
挺
…
t史t泌旨¥
¥
瞬
艶

即

目
し

l
ト

ル

の

広

宮

を

国

宝

に

決

定

し

て

い

ま

す

〈

躍
盟
欝i
i:;J吋叩ι幽圏覇
噌賎幾明尉晶翻
態
幽令願
鑓
臨
露
摺
随

-bり
国

を

守

ろ

，

う

つ

之

」

と

叫

び

ま

し

た

話

圃

際
政
院
院
醐
明
鏡
路
開
餓
醐
駒

欝

躍

す
同
大
な
敷
地
は

写
真
撮
影
は
自
由
で
す
。
走
馬

一
二

協

悶

蹴

態

議

麗

醐

闘

す
午
門
、
神
武
看
花
(
お
お
ざ
っ
ぱ
に
見
る
)
外
人
の
観
光
客
も
大
勢
き
て
い

同
盟
国
盟

国

闘

醐
麟

蟻

額

調

欝

雷

門
、
東
華
門
で
も
三
日
は
か
か
り
ま
す
。
下
て
、
惜
し
み
な
い
拍
手
を
送
り

開

閉

揖

組
閣

懇

議

輔

臨

時

西
肇
門
と
四
馬
看
花
(
じ
っ
く
り
見
る
)
な
賞
賛
の
声
し
き
り
で
し
た
。
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安
い
掛
金
・
大
き
な
保
障

り

家
族
そ
ろ
っ
て

おおむ

市
民
受
通
傷
害
保
険

市政だより

皆
さ
ん
が
現
在
加
入
し
て
い
る

市
民
交
通
傷
害
保
険
の
有
効
期
限
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2
月
加
日
か
ら
受
・
付
開
始

が
三
月
三
十
一
日
で
終
了
し
ま
す

の
で
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
受
付

を
開
始
し
ま
す
。

市
民
交
通
傷
害
保
険
を
請
求
さ

れ
た
方
々
の
事
故
内
訳
な
ど
を
見

ま
す
と
、
老
人
・
女
性
・
子
ど
も

さ
ん
の
自
転
車
・
バ
イ
ク
に
よ
る

接
触
・
転
倒
事
故
が
非
常
に
目
立

っ
て
い
ま
す
。

一

福

祉

基

金

ヘ

寄

付

一

一

徳

泉

川

内

郷

の

き

瀬

恵

美

子

さ

ん

一

一

徳

泉

川

内

郷

の

梁

瀬

恵

美

子

ま

し

た

。

一

一
さ
ん
は
、
亡
夫
琢
磨
さ
ん
の
忌
乙
の
尊
い
ど
遺
志
を
十
分
に
一

一
明
に
際
し
、
そ
の
ご
遺
志
に
よ
生
か
し
、
福
祉
基
金
と
し
て
福
一

一
る
も
の
と
し
て
三
十
万
円
を
社
祉
行
政
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
一

一

会

福

祉

の

た

め

に

と

寄

付

さ

れ

く

予

定

で

す

。

一

※ 

下
水
道

住
み
よ
い
町
の

家
族
そ
ろ
っ
て
市
民
交
通
傷
害

保
険
に
加
入
し
て
不
慮
の
事
故
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

①
加
入
で
き
る
人

市
内
に
住
所
の
あ
る
人
、
市
内

に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
は
、

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

②
申
込
方
法

申
込
用
紙
は
、
町
内
会
を
通
じ

て
各
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
の
で

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
町
内
会

で
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
場
合
は
町

内
会
長
に
、
個
人
で
申
込
ま
れ
る

場
合
は
生
活
環
境
課
ま
た
は
各
出

張
所
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

③
申
込
(
受
付
)
開
始
日

昭
和
五
十
五
年
度
の
受
付
を

月
二
十
日
か
ら
行
い
ま
す
。

基
礎
づ
く
り

④
掛
金

一
口
四
百
八
十
円
で
一
人
二
口

ま
で
加
入
で
き
ま
す
。
な
お
、
五

月
以
降
の
中
途
申
込
み
は
一
口
の

場
合
、
月
割
四
十
円
で
す
。

⑤
保
険
金

五
千
円
か
ら
最
高
八
十
万
円
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
二
口
加
入
の
場

合
は
、
そ
の
倍
額
で
す
。

⑥
保
険
金
が
支
払
わ
れ

る
場
合

自
動
車
・
バ
イ
ク
・
自
転
車
・

リ
ヤ
カ
ー
-
汽
車
・
電
車
・
パ
ス

な
ど
に
乗
っ
て
い
て
事
故
に
あ
っ

た
場
合
、
ま
た
、
歩
い
て
い
て
、

こ
れ
ら
の
車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り

し
た
事
故
の
場
合
に
保
険
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

道
路
ま
た
は
日
常
車
両
が
通
行

す
る
道
路
に
準
ず
る
場
所
で
あ
れ

ば
、
ほ
と
ん
ど
の
事
故
(
自
損
行

為
を
含
む
)
に
対
し
て
支
払
わ
れ

ま
す
。た
だ
し
、
航
空
機
・
船
舶
な
ど

に
よ
る
事
故
は
支
払
い
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
生
活
環
境
課
へ

すしを

。セ雲「読書感想文集を作成「
希し
望て

君主」一一市立図書館ー」 -
はを ・:

頒 作らがしど体文読を一事週秋で
布成の、まを験、書対般と閣のは図
しし作乙し募記読感象市しの読、書
まま品れた集な書想、に民て行書昨館

郷(は林村町(佐原子蔭 r一、す演児
)協る田本一献藤郷(山が一。者童な

訪渡和の栄町丁 二 綾)野美掲般 の読お
海 町(子)目一子小田津載の 原書

)丁
チ)玖円朝 目(堺郷江さ人 稿感付
カ山島西野田)諏 千れで も想録
(口 郷 三富中国訪代古栄た作 掲発と
久 裕 )城貴綾目郷子賀町人品 載表し

震Z信esZ主語2T岸工 長室主 i
)今 静 広出西;天田濡(川称 いの村
村代田む大古健包久君略 ま出市

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

1
1
3
月

1

か

ら

l
l

日

昭
和
五
十
五
年
度
固
定
資
産
税

の
課
税
の
基
礎
と
な
る
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

期
間
三
月
一
日

t
二
十
一
日

時
間
午
前
八
時
三
十
分

t
午
後

五
時
ま
で
(
日
曜
・
祭
日
及
び

土
曜
日
の
午
後
を
除
く
)

場
所
総
務
部
税
務
課

※
本
人
以
外
の
人
が
縦
覧
す
る
場

合
は
、

委
任
状
ま
た
は
承
諾
書

を
持
っ
て
き
て
下
さ
い
。

な
お
、
縦
覧
の
結
果
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
記
載
の
価
格
な

ど
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
三

月
一
日

t
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
聞
に
異
議
の
申
立
て
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)
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※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

し尿法取り料金

2月4日から改訂しました

一一皆さんのご理解とご協力を一一

し
尿
汲
取
り
料
金
に
つ
い
て
は

昭
和
五
十
一
年
十
月
に
改
訂
さ
れ

て
か
ら
現
在
ま
で
据
置
か
れ
て
い

ま
し
た
が
、
石
油
製
品
の
高
騰
並

び
に
諸
物
価
の
上
昇
に
よ
る
経
済

の
変
動
に
伴
い
、

清
掃
許
可
業
者

の
経
営
が
困
難
と
な
っ
た
の
で
、

そ
の
経
営
健
全
化
と
し
尿
汲
取
り

の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
こ
の
た

び
適
正
な
汲
取
り
料
金
を
算
定
し

て
、
二
月
一
日
か
ら
改
訂
し
ま
し

た。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ど
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

@
従
量
制
料
金
(
一
般
世
帯
で
無

臭
便
槽
な
ど
水
の
入
る
便
槽
の

場
合
と
事
業
所
な
ど
の
便
槽
)

十
八
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
四
十

五
円
を
七
十
円
に

一

長

崎

市

へ

の

一

一

通

勤

者

に

お

願

い

一

一
長
崎
市
の
交
通
に
関
係
す
る
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
べ
大
一

一
県
内
の
三
市
十
町
と
県
、
県
警

村
市
内
か
ら
長
崎
市
内
へ
の
通
一

勤
者
に
対
し
て
も
、
マ
イ
カ
ー
一

一

察

本

部

で

構

成

す

る

「

長

崎

都

'

通
勤
自
粛
の
協
力
を
呼
び
か
け
一

一
市
圏
交
通
問
題
協
議
会
」
で
は

て

い

ま

す

。

一

一
長
崎
市
内
の
交
通
混
雑

緩

和

の

実

施

期

間

三

月

一

日

t
三
十
一

一

た

め

「

通

勤

は

マ

イ

カ

ー

や

め

一

日

ま

で

一

一
て
パ
ス
・

電
車
・
鉄
道
」
運
動
※
詳
し
く
は
生
活
環
境
課

へ

一

@
人
頭
定
額
制
料
金
(
一

般
世
帯

で
水
の
入
ら
な
い
ツ
ボ
式
便
糟

に
限
る
)

。
月
に
一
同
汲
取
る
場
合

一
人
に
つ
き
百
円
を
百
五
十

五
円
に

。
月
に
二
回
以
上
汲
取
る
場
合

二
回
目
か
ら
一
回
に
つ
き
百

円
を
二
百
円
に

@
収
集
ホ

l
ス
が
五
十
メ
ー
ト
ル

以
上
要
す
る
場
合

百
円
加
算
を
二
百
円
加
算
に

お

願

い

。
便
槽
内
に

洗
濯
水

や

合

汚
水
を
入
崎

れ
な
い
で
金

下
さ
い
。
桝

@
ス
リ
ッ
パ
鵡

ゲ
夕
、
下
頭

着
類
、
そ
，

の
他
国
形

物
を
便
槽

内
に
落
し

た
り
投
げ
制

入
れ
た
り
の

し
な
い
で
金

下
さ
い
。
恥

@
雨
水
な
ど
量

が
便
槽
に
従

流
れ
込
ま

いな

ょ
っ
改
善
Iζ 
ζ 

協
力
下
さ

@
汲
取
り
料
金
の
不
正
を
予
防
す

る
た
め
、

量
と
金
額
を
記
入
し

た
領
収
証
を
必
ず
受
取
っ
て
確

認
し
て
下
さ
い
。

@
量
ご
と
、
ま
た
、
人
員
ご
と
の

料
金
は
別
表
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
排
出
量
を
正
確
に
把
握
さ

れ
、
適
正
料
金
を
お
支
払
い
下

さ
い
。

@
不
当
料
金
請
求
、
ま
た
は
理
由

な
く
し
て
の
汲
取
り
拒
否
な
ど

み竺今色ま:ぷで白改正料金よ立区二1改正料金(~当りtj7ツ0円トル) (}会LP当り)
80 ec 4本) 180円 280円 2人 200円 310円

120 e ( 7本〉 315円 490円 3人 300円 465円

160 e C 9本) 405円 630円 4人 400円 620円

200eCll本〉 495円 770円 5人 500円 775円

240 e C13本) 585円 910円 6人 600円 930円

280 eC16本〉 720円 7人 700円 1.085円

320 e08本) 810円 1，260円 8人 800円 1.240円

360 e (20本) 900円 1.400円 9人 900円 1.395円

の
不
正
行
為
が
あ

っ
た
と
き
は

す
み
や
か
に
清
掃
課
ま
で
お
申

し
出
下
さ
い。

清

掃

課
曾
④
l

お
えゴ

ヌL

l乙

軽

※18eを肥桶1本とします。(端数切上)※月iζ2回汲取る場合は
2回目は200円です。

老
人
の
生
き
が
い
対
策
の
一
環

と
し
て
、
希
望
と
能
力
に
応
じ
適

当
な
仕
事
に
従
事
す
る
機
会
を
与

え
る
た
め
、
大
村
市
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
昭
和
五
十
年
二
月
か

ら
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
を
開

設
し
、
概
ね
六
十
歳
以
上
の
高
齢

者
の
職
業
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す

健
震
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
は
お

ど

ぞ

つ
国
間
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

気
軽
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
高
齢
者
の
従
業
員
を
一履

い
入
れ
ら
れ
る
事
業
所
で
は
、
臨

時
・
パ

l
ト
に
か
か
わ
ら
ず
求
人

の
お
申
込
み
を
お
願
ハ
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
大
村
市
高
齢
者
無
料

職
業
紹
介
所
(
社
会
福
祉
協
議

会
雷

@
l
一
三
五
一
)
へ

一
五
ク

の

受

付

局

， ， 

時
聞
に
よ
っ
て
変
り
ま
す

二
月
二
十
八
日
か
ら
電
話
で
電

報
を
お
う
ち
に
な
る
と
き
の
二

一
五
'
の
受
付
局
が
時
聞
に
よ
っ

て
変
り
ま
す
。

@
午
前
八
時

t
午
後
八
時
三
十
分

ま
で諌
早
電
報
電
話
局
(
従
来
ど

お
り
)

@
午
後
八
時
三
十
分

t
翌
日
午
前

八
時
ま
で

長
崎
電
報
局

※
電
報
を
お
う
ち
に
な
る
と
き
は

従
来
ど
お
り
局
番
な
し
二
一

五
'
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
下
さ
い

取
扱
者
が
出
た
ら
①
所
属
電
話

交
換
局
名
(
大
村
局
)
②
電
話

番
号
③
電
話
の
持
ち
主
の
住
所

と
名
前
を
お
告
げ
下
さ
い
。

ハ
大
村
電
報
電
話
局
)
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注
射
と
検
診

-3歳児
健
康
診
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対
象

昭
和
五
十
一
年
八
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
周

年
二
月

t
七
月
生
ま
れ
で
、
ま

だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い

幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
二
月
二
十
八
日

午
前
九
時

t
十
時

午
後

一
時

t
二
時
受
付

場

所

市

役
所
第

一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

供

康

相

談

生
後
五
カ
月
ま
で
に
一

度
は
お

『
d

」

み
ιコ

で
か
け
下
さ
い
。

3月の妊婦と現幼児の健康相談日程
日1時 間 |場 所 l 対 象

49:30~11:ooll 大村保健所 i降妊婦 3カ月までの乳児
13:30.....15:00福重出張所 と乳幼児

10円:30......1川竹松出張所 l乳 幼 児
13:00-15:00 
11/9:30-11:001大村保健所i生後4......6カ月の乳児
18/9:30-11:001大村保健所 |生後?カ月以上の乳児

24/ 9:30.....11:001三浦出張所 !妊婦と乳幼児

-

妊

婦

教

室

毎
月
市
役
所
で
行

っ
て
い
ま
す

が
、
三
月
は
場
所
を
変
更
し
て
行

時
間
い
ま
す
。
午
後
一
時
三
十
分

t
四
時

場
所

中
地
区
公
民
館

(中
央
町

パ
ス
停
下
車
)

妊婦教室日程
月日 l 内 容 1

3/5 10はじめて母親となる心得 | 
(第1回)1。妊娠中の保健(乳房マッサージの実習
lo映画、生命の創造、 1 

3/12 1 0妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習)
〈第2回)1。安産のために(補助動作・妊婦体操の実習)I 
3/19-¥ 。産後の保健 j 
(第3回)1。育児(赤ちゃんの入浴のさせ方の実習)
|。映画、スキシシップミ 1 

3/26 1 0乳幼児の環境と性格 | 
(第4回)1。家庭の幸せのために(家族計画

日|診療科目 !病・医院名 |所在地 |電話

21一 |回一
外・内科佐藤外科杭2丁出津目/12-3070

91内科rzr-4575
整形外科牟 1古丁町目 2-4501 

|内科t尾医?島 34412
16 皮膚 科 伯皮虜科武 部 2-4330 

科 |野口 内ザ羽子2339
科 藤 井内 科東 2-3878 

i内 科 「永 医 ヤ了Efi2ー捌
23 外・E門科山 道 医 院守層雪 3-23G5

l7i- 科 l松 尾 外 科|東 本町j2-33311
診療時間午前9時~午後6時

3月の日曜・祭日当番医
可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

お
子
さ
ん
の
こ
と
や
、

妊
娠
ま

た
は
避
妊
な
ど
に
つ
い
て
相
談
が

あ
る
人
、
血
圧
が
気
に
な
る
人
な

ど
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

場

所

市

役
所
健
康
相
談
室

-
被
爆
者
の
子
の

健

康

診

断

父
ま
た
は
母
が
原
爆
被
爆
者
で

あ
る
人
に
無
料
で
健
康
診
断
が
実

施
さ
れ
ま
す。

受
診
希
望
者
は
お

申
込
み
下
さ
い
。

対

象

者

六
歳
以
上
の
原
爆
被
爆

者
の
子
供

申
込
方
法

郵
便
ハ
ガ
キ
ま
た
は

受
診
申
込
書

(福
祉
課
に
あ
り

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

ま
す
)
に
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て

福
祉
事
務
所
福
祉
課
ま
た
は
大

村
保
健
所
へ

申
込
締
切
二
月
二
十
日

実
施
期
日
三
月
上
旬
に
実
施
予

定

(
受
診
希
望
者
に
は
後
目、

通
知
し
ま
す
)

※
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
福
祉
課

ま
た
は
大
村
保
健
所
へ

募

集

-
市
立
放
虎
原
幼
稚
園

園
児

ー

l
再

募

集
ー
ー

昭
和
五
十
五
年
度
の
市
立
放
虎

原
幼
稚
園
園
児
を
再
募
集
し
ま
す

入
国
資
格

昭
和
四
十
九
年
四
月

二
日

1
五
十
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
幼
児

受
付
期
間
三
月
十
五
日
ま
で

申
込
先

放
虎
原
小
学
校

※
願
書
は
放
虎
原
小
学
校
、
各
市

立
幼
稚
園
、

教
育
委
員
会
庶
務

課
に
あ
り
ま
す
。

-
J
C
青
年
の
船

一

般

団

員

訪
問
地

香
港
、
台
湾

日
程

六
月
十
四
日

I
二
十
五
日

ま
で

参
加
資
格

原
則
と
し
て
二
十
歳

ー
三
十
歳
ま
で
の
男
女
で
健
康

状
態
が
良
好
な
人

参
加
費
用
十
九
万
九
千
円

申
込
締
切
二
月
二
十
九
日

※
詳
し
く
は
大
村
青
年
会
議
所
事

務
局

(
曾
②
|
六
三
九
一
)
へ

一
洗
剤
の
戸
ン
ケ
|
ト
を
実
施
一

一

皆

さ

ん

の

ご

協

力

を

l

i

l

l

-

一

洗
た
く
用
、
台
所
用
な
ど
洗

本
市
と
し
て
も
四
月
中
旬
を
一

一
剤
は
す
べ
て
の
家
庭

・
事
業
所
目
標
に
、
乙

の
洗
剤
に
つ
い
て
一

一
・
工
場
な
ど
で
毎
日
使
わ
れ
て

本

市
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
全
家

一

一

い

ま

す

。

庭

の

使
用
状
況
、
考
え
方
に
つ
一

一
い
ま
、

洗
剤
は
川
や
海
、

湖

い

て

調
査
し
、
市
行
政
に
役
立
一

一
の
水
質
汚
染
の
一
つ
と
し
て
滋

て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
一

一
賀
県
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
で

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
一

-
と
り
あ
げ
ら
れ
て

い

ま

す

。

お

願

い

し

ま

す

一



※ 

下
水
道

昭和55年2月15日
"111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川1111111111

ス

ポ

I
ツ

-
市
民
オ
リ
エ
ン
テ
l

リ
ン
グ
大
会

日
時
三
月
九
日
(
臼
)
小
雨
決
行

(
悪
天
候
の
時
は
十
六
日
)

(受
付
〕
午
前
九
時

t
九
時
三
十
分

集
合
場
所
長
崎
県
忠
霊
塔

コ
ー
ス
・
ク
ラ
ス

〔A
コ
l
ス
〕
十
キ
ロ
H
中
学
生

以
上
の
男
子

-
職
場
対
抗
グ
ル
ー
プ

.
一
般
グ
ル
ー
プ

〔B
コ
l
ス
〕
八
キ
ロ
H
中
学
生

以
上
の
女
子

-
職
場
対
抗
グ
ル
ー
プ

.
一
般
グ
ル
ー
プ

〔C
コ
l
ス
〕
六
キ
ロ
H
小
学
生

組
・
家
族
組

りおおむ

一
交
通
事
故
相
談

一
(
毎
月
第
四
火
曜
日
〉

一
日
時
二
月
二
十
六
日

…

午

前

十

時

t
午
後
三
時

一
厚
生
・
国
民
年
金
相
談

一

〈

毎

月

第

四

水

曜

日

)

「

!旦竺j

築
く
熱
意
で

グ
ル
ー
プ
編
成
三
人
程
度
(
小

学
生
、
家
族
組
は
五
人
程
度
で

も
よ
い
)

持
っ
て
く
る
も
の
赤
ボ
!
ル
ペ

ン
、
弁
当
ほ
か

申
込
方
法
申
込
用
紙
に
記
入
の

上
、
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

申
込
締
切
二
月
二
十
九
日

主

催

市

教
育
委
員
会

主
管
大
村
山
会
岳

※
申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
体
育

課
、
小
・
中
学
校
に
あ
り
ま
す

-
第
叩
園
長
崎
県
身
体

障
害
者
体
育
大
会

ー
申
込
み
は

2
月
伺
固
ま
で
に

l

日
時
五
月
十
八
日
(
日
)

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

場
所
長
崎
市
営
陸
上
競
技
場
、

長
崎
国
際
体
育
館
ほ
か

競
技
種
目
陸
上
、
洋
弓
、

卓
球

日

時

二

月

二

十

七

日

・

午
前
十
時

t
午
後
三
時
…

人

権

(

身

の

上

)

相

談

一

〈
毎
月
第
一
木
曜
日
)
一

日
時
三
月
六
日
午
前
九
一

時
三
十
分

t
午

後

三

時

.し

市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

す
べ
て
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

市政だより(7) 

伸
び
る
町

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

水
泳

参
加
資
格
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
十
六
歳
以
上
の

人
(
四
月
一
日
現
在
)

申
込
先
福
祉
事
務
所
福
祉
課

申
込
締
切
二
月
二
十
九
日

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

-
柔
道
昇
段
審
査
会

一一
月
二
十
三
日
(
土
)

午
後
一
時
受
付

場
所
市
武
道
館

対
象

初
段

t
三
段
ま
で

審
査
学
科
・
実
技

・
形

審
査
料
初
段
H

千
五
百
円

二
段
・
一
二
段
H
二
千
円

携
行
品
筆
記
用
具
な
ど

主

催

大

村
東
彼
地
区
柔
道
協
会

日
時

-
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
実
業

団
大
会
と
ダ
ブ
ル
ス

大
会三
月
二
日
(
日
)

午
前
九
時

場
所
市
民
体
育
館

〔
実
業
団
大
会
〕

チ
ー
ム
編
成
ダ
ブ
ル
ス
一
組
、

シ
ン
グ
ル
ス
二
人

試
合
方
法
リ
ー
グ
戦

参
加
料
一
チ
l
ム
千
円

〔
ダ
ブ
ル
ス
大
会
〕

種
目
。
初
心
者
の
部

日
時

男
・
女
〈
マ
マ

さ
ん
も
含
む
)

。
中
学
生
の
部
男
・
女
(
学
年

別
な
し
)

。
高
校
生
の
部
男
・
女
(
学
年

別
な
し
)

。
一
般
男

・
女
の
部

試
合
方
法
ト
ー
ナ
メ
ン

ト

参

加

料

中
学
生
一
人
百
円

高
校
生
一
人
三
百
円

初
心
者

一
人
三
百
円

一
般
男
女
一
人
五
百
円

試

合

球

中
学
生

メ
イ
ピ
ス
球

そ

の

他

水
鳥
公
認
球

申
込
方
法

実
業
団
、
ダ
ブ
ル
ス

大
会
と
も
二
月
二
十
九
日
ま
で

に
市
役
所
内
パ

ド
ミ
ン
ト
ジ
協

会
(
中
島
泰
二
あ
て
)
へ

-
ク
ラ
ブ
対
抗
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
成
績

一
月
二
十
七
日
、
市
民
体
育
館

で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

〔男
子
〕
①
大
村
ク
ラ
ブ
②
は
や

ぶ
さ〔
女
子
〕
①
大
村
婦
人
ク
ラ
ブ
②

/
¥
I
U
古
ι

-
市
長
杯
(
兼
中
学
生

ク
ラ
ブ
選
手
権
〉
サ

ッ
カ
ー
大
会
成
績

一
月
二
十
日
、
市
営
陸
上
競
技

場
で
大
村
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
主

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
西
大
村
中
②
川
棚
中
③
玖
島
中

一
明
る
い
選
挙
啓
発
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
一

一
県
選
挙
管
理
委
員
会
、
県
明
子
H

大
小
④
、
田
中
智
恵
、
山
一

一
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
主
催

口
智
子
H

西
小
④
、
細
金
佳
代
一

一
に
よ
り
選
挙
啓
発
の
書
道
作
品

U

放
小
④

一

一
を
募
集
し
ま
し
た
が
、
小
・
中
・
小
学
校
五
・
六
年
生
の
部
一

一
高
校
あ
わ
せ
て
九
百
四
十
九
点
「
明
る
い
選
挙
」

一

一
の
応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査

〔特
選
〕
東
坂
康
浩
H
放
小
@

一

一
の
結
果
、
次
の
人
た
ち
が
入
選

〔

入
選
〕
中
島
由
貴
、
吉
岡
秀
一

一
さ
れ
ま
し

た

。

二

郎

H

西
小
⑤
、
開
雅
子
、
中
一

一
な
お
、
第
一

次
審
査
に
お
け
村
由
紀
子
H

竹
小
@
、
北
島
奈
一

一
る
特
選
十
五
点
は、

県
選
挙
管

津
子
H

松
小
⑤
、
中
尾
恵
子

n
一

一
理
委
員
会
へ
提
出
し
て
お
り
、
西
小
@
、
山
口
ゆ
か
り
日
中
央
一

一
第
二
次
審
査
結
果
の
発
表
は
二

小

@
、
小
森
千
恵
子
U
竹
小
@

一

一
月
中
旬
の
予
定
で

す

。

田

中

幹

子

H

松
小
⑤

一

一
小
学
校
一
・
二
年
生
の
部
中
学
校
の
部
「
普
通
選
挙
」
一

一
「
乙
く
み
ん
」

〔特
選
〕

吉
田
圭
子
U

郡
中
①
一

一
〔
特
選
〕
小
寺
き
よ
乙
H
大
小
田
中
史
乃
、
田
中
和
美
U

郡
中
一

一
①
、
松
本
純
一

H

西

小

②

②

、

大

坪

伸

江

H

西
中
@
、
吉
一

一
〔
入
選
〕
曲
や
す
よ
、
中
村
ゆ
田
薫
H
郡
中
③
〔
入
選
〕
池
田
一

一
り
H
大
小
①
、
一

柳
や
す
子
日

恵

美

子
、
中
村
直
美
H
玖
中
①
一

一
酉
小
①
、
と
よ
だ
ま
き
H
竹
小
村
田
由
美
、
入
江
禎
治
H
西
中
↑

一
①
、
出
口
け
い
こ
、
中
村
純
二
①
、
別
府
文
香
、
深
川
博
子
、
一

一
佐
田
か
よ
子
、
福
田
な
り
子
H

森
園
知
子
U
西
中
②
、
久
田
光
一

一

大

小

②

代

、

山

口

博

文

H
西
中
③
、
野
一

一
小
学
校
一
一
一
・
四
年
生
の
部
崎
加
代
子
H

郡

中

③

一

一

「

せ

ん

き

ょ

」

高

校

生

の

部

「

地

方

自

治

」

一

一

〔特
選
〕
江
口
宏
子
H
西
小
@
〔
特
選
〕
池
田
好
子
、
山
口
り
一

一
中
村
景
成
H

大
小
④
〔
入
選
〕
か
、
原
田
か
っ
子
H
大
高
①
、
一

一
白
坂
し
ほ
H

西
小
③
、
森
真
樹

雪
山
美
代
子
H

諌
商
①
、
岩
田
一

一
子
H

竹
小
③
、
中
川
勝
夫
、
永
由
起
子
H

大

高

③

一

一
松
ま
さ
み
H

放

小

@

、

曲

由

利

一
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も

よ

お

し

りおおむ

園
第
叩
回
教
育
講
演
会

市政だより

す
ぎ
や
す
き
ぷ
ろ
う

講

師

杉

靖

三

郎

先

生

(
医
学
博
士
・

医
事
評
論
家
)

日
時
二
月
二
十
五
日

午
後
二
時
か
ら

場

所

市

民

会
館
ホ
ー
ル

演
題
子
供
の
成
長
と
健
慶

講
師
寸
評

。
昭
和
白
年
東
大
医
科
卒

東
大
医
学
部
講
師
、
東
京
教
育

大
教
授

昭和55年2月15日
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。
現
在
、
医
事
評
論
家
と
し
て
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
著
述
活
動
で

子
供
の
し
つ
け
教
育
に
名
声
が

高
い

。
主
な
著
書
に
、
ま
ち
が
い
だ
ら

け
の
衛
生
、
現
代
子
養
生
訓
、

ス
ト
レ
ス
養
生
訓
、
現
代
の
揮

な
ど
著
書
が
多
い

主

催

市

教
育
委
員
会
、
大
村
市

連
合
婦
人
会
、
大
村
市

P
T
A

連
合
会
、
大
村
市
幼
稚
園
P
T

A
連
合
会

入

場

料

無

料

※
整
理
券
を
発
行
し
ま
す
。

各
幼
・
小
・
中
学
校
P
T
A事

務
局
、
各
婦
人
会
長
宅
、
社
会

教
育
諜
へ

-
大
村
子
ど
も
劇
場

第

刊

回

例

会

新
星
日
本
交
響
楽
団

「
親
と
子
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

三
月
一
日
(
土
)

午
後
六
時
三
十
分
間
演

場
所
市
民
会
館
ホ

l
ル

主
催
大
村
子
ど
も
劇
場

※
詳
し
く
は
大
村
子
ど
も
劇
場
事

務
局

(雷
③
|
七

O
六
三
)
ま

た
は
社
会
教
育
課
へ

日
時

-
西
大
村
青
年
団

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

西
大
村
青
年
団
で
は
、
若
い
仲

聞
と
協
力
し
て
新
し
い
社
会
を
創

造
し
て
い
乙
う
と
、

ま
た
、
交
流

の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
た
め
に
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
を
聞
き
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

二

月
二
十
八
日

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

場
所

大
村
市
農
協
会
館
三
階

入

場

料

三

百
円

主
催

西
大
村
青
年
団

※
詳
し
く
は
社
会
教
育
課

へ

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う
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ことしは4年に1度のうるう年。現在わたしたちが の平年の気温をベースにしているのではないか、とお

使っている麿では、 1年を365日としていますが、実際 考えになる方もおられるかもしれませんが、残念なが

に地球がムー陽の周りを1周するには365.242194日かか ら違います。

ります。ということは1年聞に約0.25日、 時聞にして 普通、平年の気温とは、 30年間の同じ日の同じ時刻
約6時間の差ができます。 の気温を平均したものです。しかしうるう日の2月29
この年間 rO.25日」は4年で約仁1日」になり、そ 日の場合は同じ日が4年に1度しかないので、仮に普
の誤差を修正するため4年に1度、2月を1日増やし 通の日と同じ方法ではじき出すとなると、 120年前の

その年をうるう年、 2月29日 m …"…… ω 山町山 町…………… 一… … 、ョ気温まで使わなければ平年の

をうるう日と呼んでいます。 際線療機嫌議密室議機翻閥藤勝機織機 気温が出てきません。

うるう年にはオリンピック際機襲警察機機織機議機緩機議議機織議側 そこで2月29日は前後何日
とアメリカの大統領選挙があ機欝襲撃護機織率議選議義務線鶴総額盤整関かの気温を参考lζして、 統計

り、今年がその年に当たりま 的な操作で前後とあま り不連

す。 続にならないように計算されています。ですから決し

ところで天気予報の話になりますが、その日の気温 て3月1日の気温を2月29日に振り替えているわけで

は 「平年に比べて」高いとか低いといった基準で発表 はありません。

されますが、さて、うるう年の2月29日の場合はどう 振り替える、といえば、むしろ逆に、うるう日の誕

なるのでしょうか。うるう 日の平年の値とは3月1日 生日を3月1日に祝うケースはあるようですが……。
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